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　1． 緒言

　厚突きスライサー（中田製材木工機械製作所，DK

－3型）によって得られる小幅，短尺の単板ピースを

矧ぎ合わせた板を中芯とする厚物合板を製造するに当

って，i）コアに含まれるバットジョイント部の位置と

大きさが合板強度に与える影響と，ii）厚さ変動等か

ら見ての家具用部材としての適性を評価することを目

的とする試験を実施した。なおこの報告の要旨は第9

回目本木材学会北海道支部大会で発表したものであ

る。

　2．実験

　2．1  試験用合板

　厚突きスライサーを使って，シナ材フリッチから

厚さ約5.5mm（乾燥後）幅約16cm，長さ約70cmの単

板ピースを得た。単板ピースは乾燥後ジョインターに

より端縁処理を行い，スプライサーによって，ユリア

樹脂接着剤を使って幅接合を行った。長手方向はジョ

インターによる端縁処理のみで，無接着の突き合わせ

とし第1図のように構成した。この3プライのコア材

料の上下に2.55mmのクロスバンドと0.9mmの表裏単

板（いずれもロータリー単板）を重ねて仕上り厚さ

22.6mmの厚物合板を製造し供試材料とした。

　2．2　合板の強度試験

第1図　試作パネルの中芯用積層板（単位mm）

第2図　曲げ試験の試験片（単位cm）

　試作合板13杖のうち1枚を抜き取り，構造用合板の

JAS規格に準拠して曲げ試験を行った。すなわち，試

験片は幅5cm，長さ60cmとし，スパン56cmの中央集

中荷重で破壊に至るまで荷重した。試験片は「突き合

わせ部」の配置関係に従って5種類に分け，それぞれ

5本づつを供試した。「突き合わせ部」の位置閑係は

第2図のとおりである。

　2．3　合板の厚さ精度，その他

　試作合板より3枚を抜き取り，それぞれ各周辺に沿

って内側2cmの距離に直線を引き，その線上5cm間

隔でマイクロメーターによって厚さを測定し，板内の

厚さのバラツキを求め，カラマツ及びシナのランバー

コア合板（19mm）と比較した。一方，第1表の塗装

仕様でアミノアルキッドエナメルを塗装し，塗装工程

での問題の有無を確かめるとともに，塗装した合板で

簡単な整理棚を組立て，実験室で使用して，使用上の

問題点の有無を観察した。

　3．結　果

　3．1  曲げ試験

　構造用合板のJASに沿って行った曲げ試験の結果を

第2表に示す。試験片の曲げ破壊強度は最高507.9
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第1表　整  理　棚　の　塗　装

第2表　積層材コア合板の曲げ試験

kg/cm2，最低225.4kg/cm2で
JASに規定された構造用合板の基
準値220kg/cm2を上まわってい
る。表板の主繊維方向をスパン
と直交させた試験片の場合も，
327.6～297.4kg/cm2で，これも
基準値180kg/cm2を上まわってい
る。曲げヤング係数は表板の主繊
維方向がスパンと平行の場合，
63.7～42.9（×103kg/cm2），ス
パンに直交の場合，49.5～46.0
（×103kg/cm2）で，JAS基準値
の55×103kg/cm2と35×103kg/

cm2に比較して低めであるが，家具用材としての強度

は充分に保有していると考えられる。問題は強度及び

剛性に大きな部分的むらがあることであり，一般的に

材料に要求される均質性という点で大きな欠点となる

と考えられる。この原因は明らかにコア材の「突き合

わせ部」にある。したがって，合理的な断面構成の設

計によって，「突き合わせ部」の影響を極力小さなも

のとする必要があると思われる。

　3．2　厚さ精度

　第3表は試作合板製造後5カ月を経た後の「板内の

厚さむら」をカラマツ及びシナのランバーコア合板と

比較したものである。試作合板の厚さは最高で0.529

mmの標準偏差をもち，カラマツランバーコア合板の最

高0.115mm，シナランバーコア合板の最高0.154mm

と比較してはなはだ大きい。バラツキのエネルギーは

分散値で評価されるから分散値を比較すると上記の合

板はカラマツランバーコア合板に比べて約20倍，シナラ

ンバーコア合板に比して約10倍という結果になった。

　3．3　その他

　厚さ精度の試験結果から，試作合板はランバーコア

合板に比して精度的に劣り，家具用部材としての適性

に懸念が持たれたが，この合板を用いた簡単な整理棚

の試作実験において，裁断一研磨一塗装一組立の各工

程において特別の支障は認められず，組立てられた整

理棚は1ヵ年を経た現在でも，反り，狂い，塗膜の割
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第3表　各　合　板　の　厚　さ　む　ら 係数と破壊位置の曲げ

モーメントから各試験

片の曲げ破壊係数を求

めたところ第4表の諸

数値を得た。

　試験片1～5及び21

～25は400kg/cm2以下

の曲げ強さで，他の試

験片に比べて約100kg

/cm2弱い。この両者

は，いずれも，中芯層

の上下層に「突き合わ

せ部」が配置されてい

る場合で，このような

配置が合板全体の強度

を著しく低下させるの

みでなく，局部的に見

て，表裏単板の強度を

充分に発揮させない構

　　　　第3図　破壊部断面構成
（図中白が欠損部分，単位はⅠ：cm4，Z：cm3）

れ等の欠点は認められない。

　4．考　察

　曲げ試験における破壊点は，スパン上の座標位置は

第2図の×印の位置であり，この破壊点を含む試験片
の断面は第3図のとおりであった。この破壊部の断面

第4表  断面欠損を考慮に入れた破壊応力度

造にしていると見られる。

　実験で得られた数値から，この合板が強度的に見

て，家具用部材として利用できるかどうかを計算して

見ると，合板の最低条件での最低の破壊強度は225kg

/cm2であったが，充分に安全をみて，この値の1/3

の荷重に耐えるとすると，そのときの材料にかかる応

力度は75kg/cm2となる。この合板を，長さ90cm，

幅30cm，厚さ2.26cmの棚板として使用した場合を考

えると，中央集中荷重では84.1kgまでの荷重を許容

でき，そのときの最大たわみ量は10.3mmとなる（曲

　　　　　　　　　　　　（以下3頁の下欄に続く）



（11頁から続く）
げヤング係数は，実験によって得られた最低値，43×
103kg/cm2を採用，以下同様にして），等分布荷重と
すると，1.87kg/cmまで許容され，最大たわみ量は
12.9mmとなる。
　書籍棚として使うことを考えると，むしろ破壊より
たわみの大小が問題となるが，一応0.25kg/cm程度の
等分布荷重と考えて，最大たわみは1.7mm程度と考

えられる。
　以上の試験結果から，この試作合板は家具用部材と
して利用が可能と見られるが，製造工程から見ての合
理性，経済性の面から追求して，合理的な構成の厚物
合板を見出す必要がある。

　　　　　　　　　　　　－試験部　合板試験科－
　　　　　　　　　　　　（原稿受理　昭52．2．18）


